
〔消防研究所〕

消防の科学技術 に関する研究の紹介

昭和60年 ６月７日，消防庁消防研究所は消防科学技術問題連絡会を聞催し，昭和60年度に係

る消防斤消防研究所及び消防機関の研究部門等における研究活動について，それぞれ紹介を行

うとともに意見交換を行いました。

この「消防科学技術問題連絡会」は，消防の科学技術に閏して関係各機関相互における情報

連絡を密接に行い。効率的な消防科学技術の進艇に資するため，昭和59年４月 川刊こ発足した

もので，隣成機関は，消防庁消防研究所，束京消防庁消防科学研究所，横浜市消防j,j消防訓練

センター（研究開発課），名古屋市消防局消|坊学校（消防研究室）。京郎市消防局消防学校（研

究課），人阪市消防川消防学校（防災研究係），日本消防検定協会，危険物保安技術協会及び財

団法人消防科学総合センターの各機閏で構成されています。

各研究機関の研究項目は，次のとおりとなっています。

消防庁消防研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　 剛　 新建材・新素材の延焼・毒性・出火危険に関

１　地震火災対策閏係に関する研究　　　　　　　　　　　 する研究

出　 地震時における危険物施設の挙動に閠する研　　 （2） 火災が多発する物品の出火危険に関する研究

究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　危険物の安全化に閔する研究

･2） 消防力による延焼の抑制111111に関する研究　　　　 川　 長間低温加熱による危険物等の出火危険に関

２　特殊火災対策に関する研究　　　　　　　　　　　　　 する研究

林野火災の出火・飛火危険に関する研究　　　　　 （2） 消火薬剤に関する研究

３　消防用機器の改良開発に関する研究　　　　　　　 ３　地震対策に関する震動実験研究

Ⅲ　 消防活動における自動化に閔する研究　　　　　　 耐震安全装雌の経年変化に関する研究

（2） 住宅火災の感知システムに関する研究　　　　　 ４　防災川器具に関する研究

４　石油コンビナート等災害対策に関する研究　　　　　 Ⅲ　 一般住宅用初期消火用具及び設備の研究開発

川　 タンク材料の腐食条件下における強度と破壊　　 （2） 一般住宅川火災警報機及び避難誘導器具等の

に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究開発

（2） アコーステ イック・エミッション計測による　　 ５　火災性状等及び火災対策に関する研究

タンク診断法の研究　　　　　　　　　　　　　　　 川　木造・耐火造建物内の延焼性状及び煙流動に

（3） 漏出ガス液化ガスの流出性状と消火法に関す　　　　 閲する研究

る研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛23　大規模火災時における火災性状及び人命安全

｛･111防油堤火災の燃焼性状に関する研究　　　　　　　　 の研究

（5） 泡消火剤用有幼タンパク成分に関する研究　　　 ６　消防活動川資器材に関する研究

（6） 危|喚物等の評価方法に関する研究　　　　　　　　　 木造・耐火造建物の火災防御用貴器材に関する

５　原子力火災対策に閠する研究　　　　　　　　　　　 研究

放射性物質輸送容ｓの耐火性に関する試験研究　　 ７　消防機器の省力化・安全化の研究開発

６　火災の性状と消火に関する研究　　　　　　　　　　 Ⅲ　irj防機器の自助化に関する研究開発

出　 消防活動の評価に関する研究　　　　　　　　　 ｛21　放水器共・吸水器輿等の研究開発

｛21　建物火災の消火法に関する研究　　　　　　　　 ｛31　訓練用資器材等の研究開発

７　避難・人命安全に関する研究　　　　　　　　　　　 圖　積載はしごの研究開発

山　 火災時の避薙と煉制御に関する研究　　　　　　 ８　高層建物・地下街火災の消火救助用資器材の研

｛2｝ 防火服の性能評価に関する研究　　　　　　　　　 究開発

｛3｝ 建物内収納物の火災安全性に関する研究　　　　　 川　破壊器共・救助器材の研究開発

８　化学物質の危険防除に閠する研究　　　　　　　　 ｛23　消・排煙器材の研究開発

田　 輻射加熱による高分子発火の化学的抑制に関　　 ９　消防車両の改良に関する研究開発

する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はしご車・高所作業車等の安全に関する研究開

（2） 配管系機器の帯電特性に関する研究　　　　　　　 発

東京消防庁消防科学研究所　　　　　　　　　　　　　10　 消防用個人装備品に閨する研究開発

】 出火危険に関する研究　　　　　　　　　　　　　　 川　防火服及び耐熱服等の安全化に関する研究開
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発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学，市民等からの情報交換体制を充実し，当|,ji

（2） 呼吸保護器に関する研究開発　　　　　　　　　　　 観測データと共に比較検討を行い。地礎の予知

11　災害環境が消防隊員及び住民に及ぼす影梓に関　　　　 技術の向上に努める。

する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名古屋市消防局

田　 消防隊11 の活動と安全管理・労務竹理等との　　 】 ＡＢＳ樹脂の成形過程における自然発火の可能

関連に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　 性について

（2） 災害時における人間の行動心理に閏する研究　　 ２　各種床材上での灯油，ガソリン等の着火性。燃

12　救急技術の向上に関する研究　　　　　　　　　　　 焼性に関する研究

救急資器材に関する研究　　　　　　　　　　　　 ３　煙中における各種照明器共（ライト）の透過性

13　調介規程に基づく鑑定業務　　　　　　　　　　　　　に関する研究

火災現場における鑑定及び研究　　　　　　　　　 ４　呼吸器着斐隊11間辿絡用小型無線機の試作につ

14　火気使用設備・危険物・建築材料の防火性能等　　　 いて

の試験及び火災原囚鑑定並びに試験　　　　　　　　 ５　防災文献索引集の改i汀版作成について

田　 防火力試験・防火性能試験・耐震安余装置の　　 京都市消防局

作動試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ　発煙筒の試作（前年度から継続）

（2） 危険物及び竃気火災に関する火災原閥鑑定並　　 ２　耐熱シートの試作研究

びに試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 耐熱性生地を，利用して酎熱性吸水性のすぐれ

横浜市消防局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たシートを改良試作する。

１　消防科学研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３　ねたきり老人川自動消火装置の開発

4】） 各種合成高分子材料の燃焼性と発煙性の研究　　　　 水道水またはiilj火器具を利川して感熱センサー

各種合成高分子材料の燃焼時に発生する煙の　　　 等により自動的に作動させる消火斐置を開発す

分析研究を行っているが。蔓に発煙性と燃焼性　　　 る。

の関係について分析研究を行い，予防・驚防活　　 ４　車両の着火危険に閔する研究

動上の資料とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　 車両火災に関する調査資料をうるため自動〕II（ の

（2） 鑑定実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幹発熱。高温部等の様態を調査実験する。

火災原囚調査上の鑑識実験及び危険物等の鑑　　 ５　徴小火源に関するデーター収集のための実験

定実験を行う。

２　消防機器等研究開発

巾　 新消火薬剤の開発

水捐防止等の根本的な対策として，消火に使

川する水を減少させるため，新しい消火薬剤を

開発する。

（2） 緊急警報斐置の試作

災害現場で隊貝と前進基地闘の連絡を行うた

め，圧縮空気を利用した音響器共を試作する。

（3） 化学車の水槽と泡原液梢を配管し，災占事象

により両槽を一体化して使川できるようにする

もの。

３　地震観測運付

（1） 地震波データ処理斐置により，主に竹祁圈，

南関東地方に起きた微小地震の震源・規模決定

を行い統計解析する。 また，地下水位のタンク

モデルを作成し。地震の発生と地下水位変化の

関辿性を分析する。

（2） 微小地碇観測・地下水位観測・地皮波データ

処理各装置の維持竹駁

地虞観測運営業務に支障を来さないよう，上

記各装置の維持竹理を行う。

（3） 地震観測情報の協力体制の確立， 及び収集

データ等の検討

気象庁。国立防災科学技術センター，朿京人

－

たばこや溶接火等の徴小火源に関する火災調介

の資料をうるための尖験等を行う。

大阪市消防局

１　実験研究と機器開発

田　 水溶性鳥分子利川の消火薬剤の開発

(2) 超音波利川の流量計の開発

(3) バッテリーチェッカーの試作

ｍ　 電気火災防lh のための小刈ヒューズの開発

２　火災事例の調査研究

出　 特異火災事例集の作成

(人阪市消防局としてプロジェクトチームを

組んで行っている。)

(2) 天ぷら油火災事例についての発表

(3) アメリカにおける火災事例研究動向の紹介

３　ビデオ活川による教養資料の作成

川　 金鴨火災の性状とその讐防対策

(2) 天ぷら油火災の実態とその対策

日本消防検定協会

１　ニュータイプの簡易型火災驚很器の試験方法等

に閠する研究

２　消火器腐食:試験方法の研究

３　はしご付消防自動車の安全性を確保するための

調査，研究

４　検定の適正化・合理化冷に関する研究

５　性能追跡調介及び検定品についての問題点調査
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